
 

 

 

 

 

 

 

～６／６・７の２日間にわたり中体連各種競技が行われました。～ 

〇１年生、頑張りました 

 鮫川中学校運動部の６部活はそれぞれ各会場にて全力で試合に臨んできました。県大会出場を決めた部活

と惜しくも逃してしまった部活とに分かれてしまいますが、どの部活動も最後まで諦めずに頑張ったと聞い

ています。そうした先輩方の頑張りを目にして、１年生として何か１つでも心に感じるものがあれば幸いで

す。もちろん１年生として試合に出場した生徒もおり、選手としても頑張りました。また、試合には出れな

くとも精一杯応援を頑張る生徒が多く心打たれました。誰かのために汗をかいて応援できる１年生は本当に

素晴らしいと思います。これからの行事でも、同じように精一杯応援できる生徒を育てていきたいです。 

○中体連県南大会を終えて感じたこと 

 各運動部の１年生に、中体連を通して何を学び、どう感じたのかを聞きました。３年生が抜ける部活動も

多く、寂しい気持ちもあると思います。そうした気持ちも部活動で学ぶ大切なことです。今大会で感じた気

持ちを忘れず、県大会や今後の新人戦、各種大会で活躍してくれることを期待しています。 

〔各部活動の１年生の感想〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○定期テストを前にして  

中学校生活、部活動が始まって約２ヶ月が経ちます。放課後、休日と練習が続き、勉強との両立も難しく

感じることも多いと思います。時間を有効に使うことはもちろん大切ですが、物事の優先順位を決めておく

ことも大切です。また、「何をいつまでに」という考え方を基本として日常の生活を送れることも大切です。

日々のこうした積み重ねが、これからの人生にとって必要になることは周知の事だと思います。そうしたス

キルを身に付けることも、中学生に求められることだと考えています。 

ご家庭でも机に向かって頑張っている子供に、賞賛の気持ちをもって接していただければと思います。 

 テストまであと２日、頑張れ１年生！ 
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１学年通信 

男子バレーボール部（K.E君） 

 ２，３年生の活躍をみて、点数が離されていて

も逆転し１セット取るなど、あきらめない気持ち

の大切さを教えていただきました。先輩たちから

学んだあきらめない気持ちを忘れずに練習してい

きたいです。 

女子卓球部（S.Nさん） 

 団体戦では、決勝トーナメントに出場すること

が出来て嬉しかったです。また、シングルではこ

れまでに勝てなかった相手に勝つことができ、3

位入賞することが出来て良かったです。 

女子バレーボール部（H.Sさん） 

 他のチームでレシーブやスパイクが上手だと感

じました。だから、他のチームの人を見習って今

後の県大会に向けての練習を頑張りたいです。 

男子卓球部（M.O君） 

 ２，３年生の試合での活躍をみて、自分のツッ

ツキやサーブを見直したいと思いました。 

 先輩達の姿は、とてもかっこ良かったです。 

野球部（T.R君） 

 試合での先輩たちの守備範囲の広さと、遠くか

らでも届く肩の強さが凄いと思いました。僕も先

輩方に少しでも近づけるように、ノック練習を精

一杯頑張っていきたいと思います。 

ソフトテニス部（T.Sさん） 

 先輩たちがボールをよく見て、考えながらプレ

ーしていたことが凄いと思いました。 

 今年は出場出来ませんでしたが、来年は出場し

て試合に勝てるように、たくさん練習したいです。 


